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研
究
報
告
に
先
立
ち
、
開

催
校
の
名
誉
教
授
で
も
あ
る

上
田
理
事
長
は
「
開
会
の

辞
」
で
、
「
Ｒ
Ｍ
学
会
は
創

立
47
年
、
Ｓ
Ｒ
Ｍ
学
会
は
創

立
31
年
を
迎
え
て
お
り
、
研

究
論
文
集
で
あ
る
会
報
も
前

者
が
57
巻
、
後
者
が
40
巻
と

な
り
、
盛
会
を
極
め
て
い

る
。
本
会
を
さ
ら
に
充
実
し

た
も
の
に
す
べ
く
努
力
し
た

い
」
と
開
会
を
宣
言
し
た
。

次
い
で
Ｓ
Ｒ
Ｍ
学
会
の
亀
井

弘
明
副
理
事
長
（
事
務
局
長

・
日
新
火
災
）
が
総
合
司
会

を
務
め
る
研
究
報
告
に
入
っ

た
。

　
最
初
の
報
告
者
・
井
上
昌

美
氏
（
尚
美
学
園
大
学
）
は

「
人
的
資
本
経
営
時
代
に
お

け
る
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
―
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ

ｇ
の
取
り
組
み
―
働
き
や
す

さ
・
働
き
が
い
と
の
関
連
性

に
着
目
し
て
―
」
と
題
し
、

近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
「
人

的
資
本
経
営
」
を
定
義
。

「
人
材
を
資
本
と
し
て
捉

え
、
そ
の
価
値
を
最
大
限
に

引
き
出
す
こ
と
で
、
中
長
期

的
な
企
業
価
値
向
上
に
つ
な

げ
る
経
営
の
あ
り
方
」
で
あ

る
と
述
べ
、
優
れ
た
人
材
を

捉
え
、
そ
の
能
力
を
最
大
限

に
発
揮
で
き
る
職
場
環
境
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
論
じ

た
。
そ
の
た
め
に
は
、
働
き

や
す
さ
と
働
き
が
い
の
両
方

が
重
要
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら

に
よ
り
従
業
員
の
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ

―
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
は
高
ま
り
、

組
織
全
体
に
活
力
が
生
じ
、

生
産
性
が
向
上
す
る
と
し

た
。
そ
し
て
、
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
―

ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
と
働
き
や
す
さ

・
働
き
が
い
と
の
関
係
お
よ

び
取
り
組
み
事
例
、
さ
ら
に

中
小
企
業
の
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
―
ｂ

ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
の
現
状
と
取
り
組

み
事
例
を
紹
介
し
た
。
今
後

の
課
題
と
し
て
は
、
人
的
資

本
経
営
に
お
け
る
戦
略
的
要

素
と
し
て
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
―
ｂ
ｅ

ｉ
ｎ
ｇ
の
理
解
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
推
進
に
は
「
働
き

や
す
さ
の
整
備
」
と
「
働
き

が
い
の
実
感
」
が
得
ら
れ
る

仕
組
み
と
実
践
が
必
要
で
あ

る
と
力
説
し
た
。

　
続
い
て
桑
原
典
子
氏
（
欣

辰
日
本
語
学
校
大
阪
国
際
研

究
セ
ン
タ
ー
）
は
「
デ
ジ
タ

ル
時
代
の
外
国
人
と
の
共
生

に
つ
い
て
―
現
場
の
日
本
語

教
員
の
視
点
か
ら
―
」
と
題

し
、
近
年
増
加
す
る
在
留
外

国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
教

員
の
立
場
か
ら
問
題
点
を
掘

り
起
こ
し
て
紹
介
し
た
。

　
留
学
生
や
企
業
か
ら
派
遣

さ
れ
て
来
日
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
と
は
異
な
り
、
わ

が
国
の
労
働
力
を
補
う
た
め

労
働
者
と
し
て
来
日
す
る
ア

ジ
ア
諸
国
の
人
々
の
日
本
語

能
力
の
水
準
は
お
お
む
ね
初

級
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
外
国
人
が

同
じ
地
域
に
居
住
す
る
と
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
問
題
を
生
じ

る
の
で
、
日
本
語
の
習
得
は

焦
眉
の
急
務
と
言
っ
て
よ

い
。
し
か
し
、
日
本
語
は
そ

の
習
得
の
難
し
さ
が
世
界
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
言
わ
れ

る
言
語
で
あ
る
。
表
音
文
字

と
し
て
ひ
ら
が
な
46
字
、
カ

タ
カ
ナ
46
字
、
ロ
ー
マ
字
が

あ
る
ほ
か
、
表
意
文
字
と
し

て
の
漢
字
―
常
用
漢
字
だ
け

で
も
２
１
３
６
字
―
も
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
漢
字
の

習
得
を
嫌
が
る
外
国
人
が
多

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
日
本

語
の
難
し
さ
は
、
こ
の
よ
う

に
文
字
の
多
さ
に
あ
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
主
語

の
省
略
や
曖
昧
表
現
も
多

く
、
「
言
葉
の
外
に
あ
る
情

報
」
が
多
い
と
し
た
。

　
桑
原
氏
は
こ
の
よ
う
に
日

本
語
の
特
徴
を
詳
し
く
論

じ
、
近
年
ま
で
の
日
本
の
語

学
教
育
は
文
法
中
心
で
あ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
重
視
す
る
視
点
は
少
な
か

っ
た
が
、
現
在
の
日
本
語
教

育
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
日
本

語
に
加
え
て
、
生
活
者
の
日

本
語
、
子
ど
も
の
日
本
語
と

い
う
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
と
説
明
し
た
。
そ
し

て
、
初
級
レ
ベ
ル
で
来
日
す

る
労
働
者
や
そ
の
家
族
に
向

け
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
生
活
の
た

め
の
日
本
語
」
が
あ
る
と
報

告
。
そ
の
テ
キ
ス
ト
「
い
ろ

ど
り
」
は
全
て
デ
ジ
タ
ル
化

さ
れ
た
も
の
の
み
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
音
声
な
ど
の
副

教
材
も
全
て
無
料
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
と
い
う
。
こ

の
よ
う
に
外
国
人
労
働
者
に

対
す
る
日
本
語
教
育
は
進
ん

で
き
て
い
る
が
、
職
場
の
実

態
を
見
る
と
ス
マ
ホ
の
翻
訳

ア
プ
リ
を
手
放
せ
な
い
外
国

人
労
働
者
も
多
く
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
は
必
需
品
と
化
し
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
の
実
態
か
ら
、
桑

原
氏
は
「
結
局
の
と
こ
ろ
共

生
に
必
要
な
の
は
日
本
語
力

で
は
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
自

文
化
の
押
し
つ
け
を
し
て
い

な
い
だ
ろ
う
か
。
異
文
化
理

解
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
大
切
。
そ
し
て
安
全
、
安

心
、
快
適
の
た
め
に
必
要
な

日
本
文
化
は
遠
慮
無
く
主
張

す
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
結

ん
だ
。

　
橋
本
孔
治
氏
（
ア
ル
フ
ァ

ク
ラ
ブ
武
蔵
野
㈱
）
は
「
上

場
企
業
に
お
け
る
サ
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
・
リ
ス
ク
―
創
業
者

か
ら
社
内
人
材
へ
の
円
滑
な

事
業
承
継
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関

す
る
研
究
―
」
と
題
し
、
企

業
の
承
継
問
題
を
取
り
上
げ

た
。

　
日
本
は
世
界
的
に
も
い
わ

ゆ
る
老
舗
企
業
大
国
で
あ

り
、
サ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
成

功
事
例
は
多
い
。
フ
ァ
ミ
リ

ー
企
業
の
事
例
や
先
行
研
究

自
体
は
多
い
も
の
の
、
社
内

人
材
に
対
し
て
行
わ
れ
る
サ

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
限
っ
て
み

れ
ば
「
先
行
研
究
は
む
し
ろ

少
な
い
」
と
し
、
事
例
研
究

を
中
心
に
検
討
を
加
え
た
。

　
橋
本
氏
は
上
場
を
実
現
し

た
起
業
家
に
よ
る
社
内
人
材

へ
の
サ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実

行
も
し
く
は
実
行
を
検
討
し

て
い
る
企
業
に
着
目
し
て
８

社
を
選
ん
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
実
施
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
研
究
か

ら
、
権
限
移
譲
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
つ
い
て
は
各
社
で
異
な

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か

し
、
権
限
移
譲
に
至
る
要
因

は
共
通
で
、
自
社
の
経
営
理

念
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
自
身
の
年

齢
、
能
力
、
事
業
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
に
対
し
て
限
界
が

あ
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
を

認
知
し
、
異
な
る
能
力
を
容

認
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
エ

ゴ
イ
ス
ト
の
要
素
を
強
く
持

つ
創
業
者
に
と
っ
て
非
常
に

困
難
な
こ
と
な
が
ら
、
「
自

己
実
現
」
か
ら
「
経
営
理
念

の
実
現
」
に
意
識
改
革
を
行

う
こ
と
で
、
権
限
移
譲
に
お

け
る
課
題
を
乗
り
越
え
、
実

行
で
き
る
こ
と
が
判
明
し
た

と
い
う
。
以
前
の
経
営
手
法

は
ワ
ン
マ
ン
で
あ
っ
た
と
自

認
す
る
創
業
者
も
自
身
の
能

力
だ
け
で
は
企
業
理
念
を
実

現
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
考

え
、
一
気
に
権
限
移
譲
を
進

め
て
い
る
。
こ
れ
は
経
営
理

念
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
す
る

こ
だ
わ
り
、
す
な
わ
ち
、
エ

ゴ
イ
ズ
ム
か
ら
の
脱
却
が
権

限
移
譲
を
進
め
た
も
の
と
言

え
る
と
し
た
。

　
ま
た
、
暗
黙
知
に
つ
い
て

は
、
創
業
者
が
共
に
事
業
を

行
う
こ
と
と
創
業
者
と
同
じ

経
験
を
す
る
こ
と
の
二
つ
を

実
行
す
る
こ
と
で
継
承
さ
れ

る
こ
と
が
判
明
し
た
と
す

る
。
こ
こ
で
報
告
者
は
創
業

者
が
本
当
に
継
承
し
た
い
暗

黙
知
と
は
何
か
と
自
問
す

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
企
業

の
暗
黙
知
で
あ
る
「
企
業
理

念
に
基
づ
く
決
断
で
あ
る
」

と
自
答
し
た
。
創
業
者
と
同

様
の
経
験
を
す
る
こ
と
で
サ

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
行
、
こ

の
経
験
に
よ
っ
て
決
断
、
覚

悟
、
あ
る
い
は
思
考
方
法
と

い
っ
た
起
業
家
特
有
の
経
験

知
を
学
ば
せ
て
い
る
。

　
最
後
に
橋
本
氏
は
、
「
一

般
に
創
業
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
事
業
を
継
承
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
の
意
見
を
多
く
も
ら
っ
た

が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う

中
で
、
上
場
を
実
現
さ
せ
た

創
業
者
は
む
し
ろ
社
内
人
材

ヘ
の
サ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
望

ん
で
い
る
こ
と
も
判
明
し

た
」
と
語
っ
た
。

　
石
井
裕
之
氏
（
静
岡
県
立

大
学
客
員
研
究
員
・
中
小
企

業
診
断
士
）
は
「
能
登
半
島

地
震
の
復
旧
・
復
興
は
な
ぜ

お
く
れ
て
い
る
の
か
？
―
Ａ

Ｉ
と
の
対
話
に
よ
る
深
層
分

析
―
」
と
題
し
、
２
０
２
４

（
令
和
６
）
年
１
月
１
日
16

時
10
分
こ
ろ
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
に
関
し
、
被
災

地
を
実
際
に
歩
い
て
そ
の
被

害
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
て
実

態
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
復

旧
・
復
興
に
関
す
る
行
政
面

に
関
し
て
三
つ
の
課
題
に
対

す
る
提
言
を
行
っ
た
。

　
こ
の
元
旦
に
生
じ
た
地
震

は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・

６
、
最
大
震
度
７
と
い
う
大

地
震
で
、
気
象
庁
は
「
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
」
と
名

称
を
定
め
て
い
る
。
石
川
県

の
25
年
10
月
９
日
付
の
報
告

「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

に
よ
る
人
的
・
建
物
被
害
の

状
況
に
つ
い
て
」
に
よ
れ

ば
、
住
宅
の
倒
壊
に
よ
る
犠

牲
者
は
６
５
９
人
に
及
ぶ
と

い
う
。
そ
し
て
、
住
宅
の
被

害
は
11
万
６
０
０
０
棟
。
店

舗
、
工
場
、
倉
庫
な
ど
非
住

宅
建
物
の
被
害
も
４
０
０
０

棟
に
近
い
。

　
石
井
氏
の
一
行
は
、
地
震

か
ら
半
年
後
の
24
年
６
月
に

避
難
所
へ
の
炊
き
出
し
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
現
地
を
訪

れ
３
泊
４
日
の
調
査
旅
行
を

行
い
、
震
災
か
ら
の
復
活
状

況
を
つ
ぶ
さ
に
視
察
し
た
。

ま
た
そ
れ
か
ら
１
年
を
経
た

25
年
７
月
中
旬
に
中
小
企
業

診
断
士
10
人
で
輪
島
市
を
視

察
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
被
害
実
態
の

調
査
か
ら
能
登
半
島
地
震
の

復
興
の
遅
れ
を
痛
感
す
る
と

と
も
に
そ
の
要
因
を
分
析
し

た
。
複
合
災
害
で
あ
り
、
多

く
の
要
因
が
あ
る
に
せ
よ
行

政
面
か
ら
の
遅
れ
の
要
因
に

し
ぼ
っ
て
深
掘
り
し
た
。
静

岡
県
も
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が

発
生
す
る
と
大
き
な
被
害
が

生
じ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る

た
め
、
能
登
半
島
地
震
の
教

訓
を
関
係
機
関
に
伝
え
、
改

善
の
提
言
を
す
る
た
め
で
あ

る
と
し
た
。

　
石
井
氏
ら
は
こ
こ
で
三
つ

の
課
題
を
取
り
上
げ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
対
す
る
提
案
を
主
張

し
た
。
内
容
は
次
の
と
お

り
。

　
▽
課
題
１
：
被
災
地
の
自

治
体
が
主
体
と
な
っ
て
い
る

罹
災
証
明
書
の
発
行
業
務
の

遅
延
に
は
、
被
害
認
定
制
度

に
要
因
が
あ
る
。
〈
提
案

１
〉
罹
災
証
明
書
発
行
の
元

と
な
る
住
家
被
害
認
定
調
査

業
務
を
民
間
専
門
家
に
移
管

し
、
遅
延
を
解
消
す
る
。

　
▽
課
題
２
：
な
り
わ
い
再

建
支
援
補
助
金
の
過
度
な
複

雑
性
に
よ
る
制
度
設
計
の
問

題
。
〈
提
案
２
〉
経
済
産
業

省
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機

関
の
伴
走
型
・
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
型
（
訪
問
型
）
支
援
の
義

務
化
。
通
常
補
助
金
と
災
害

時
補
助
金
の
運
用
規
定
の
分

化
。

　
▽
課
題
３
：
補
助
金
の
後

払
い
制
度
に
よ
る
補
助
金
難

民
問
題
。
〈
提
案
３
〉
補
助

金
申
請
の
段
階
化
（
半
額
前

払
い
制
度
の
導
入
）
、
つ
な

ぎ
資
金
制
度
の
導
入
。

　◇

　
そ
の
後
、
25
年
度
Ｒ
Ｍ
学

会
優
秀
著
作
賞
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
た
。
受
賞
者
は
井
坂

康
志
氏
（
も
の
つ
く
り
大
学

教
授
）
、
作
品
は
「
ピ
ー
タ

ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
―
「
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
父
」
の
実
像
」

（
岩
波
新
書
　
新
赤
版
、
２

０
２
４
）
。

　
日
本
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
（
亀
井
克
之
理
事
長
＝
関
西
大
学
教
授
。
以

下
、
Ｒ
Ｍ
学
会
）
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
（
上
田
和
勇
理

事
長
＝
専
修
大
学
名
誉
教
授
、
以
下
、
Ｓ
Ｒ
Ｍ
学
会
）
は
昨
年
11
月
29
日
、
専
修

大
学
神
田
校
舎
で
25
年
度
の
合
同
関
東
部
会
を
開
催
し
た
。
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
約
70
人
が
出
席
。

25
年
度
合
同
関
東
部
会
を
開
催

４
氏
が
研
究
報
告
や
課
題
提
案

ＲＭ学会・ＳＲＭ学会

上田理事長 亀井ＲＭ理事長

亀井ＳＲＭ副会長 井上氏

桑原氏 橋本氏

石井氏井坂氏

人
的
資
本
、外
国
人
共
生
、事
業
承
継
、被
災
地
支
援
な
ど


